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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
腫瘍血管新生は腫瘍の増殖やリンパ節転移に影響を及ぼす重要な因子であり、頭頸部扁平上皮癌にお

いても、臨床病期や予後に関わる因子であることが示されている。また、腫瘍深達度や腫瘍辺縁部の病理

組織像が頸部リンパ節転移や予後における重要な予測因子となりうることが既に報告されている。しかし、悪

性腫瘍の治療開始前の腫瘍内外や腫瘍辺縁部における血流の定量評価は、これまで十分に行われてこな

かった。そこで、本研究では術前の口腔内超音波ドプラ像を用いて血流信号の定量解析を行い、腫瘍の悪

性度や予後との関連の有無を検討することを目的とした。 
舌扁平上皮癌患者 18 名の術前口腔内超音波像において、腫瘍辺縁像と腫瘍内外のドプラ像を定量解

析し、腫瘍深達度および腫瘍内外の血流信号を定量評価するための新たな指標 (腫瘍内部を占める血流

信号の割合 [ratio of blood flow signal area within the cancer to whole tumour area: BAR]、腫瘍辺縁にお

ける血流貫通部位数の割合 [blood flow signal number ratio: BNR]、腫瘍辺縁における血流貫通域の割合 
[blood flow signal width ratio: BWR]) と、頸部リンパ節転移の有無および浸潤様式 ([Yamamoto-Kohama: 
YK] 分類) との関連を評価した。 

深達度および BAR では頸部リンパ節転移や YK 分類との間に有意な相関を認めなかったが、BNR と

BWR では頸部リンパ節転移の有無との間に有意差が認められた。また YK-4 症例群の BWR は、YK-2 もし

くは YK-3 症例群よりも優位に高値を示した。 
以上の内容を持って、本論文は舌癌の腫瘍辺縁部の血管新生を反映した指標である BNR と BWR は、

腫瘍悪性度や頸部リンパ節転移を予測する新たな因子となる可能性を呈している。従って、博士（歯学）

の学位授与に値する。 
 
 


